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研究分野：農学 
科研費の分科・細目： 
キーワード：イネ・ゲノム・細胞質雄性不稔・生殖・ミトコンドリア 
 
１．研究計画の概要 
 細胞質雄性不稔性は、ミトコンドリアゲノ
ムと核ゲノムの特定の組み合わせで花粉発
育障害が起きる現象である。雄性不稔細胞質
のミトコンドリアには雄性不稔の原因とな
るキメラ遺伝子が存在し、一方、核コードの
稔性回復遺伝子はキメラ遺伝子産物の修飾
を行なって障害を回避していると考えられ
ている。本研究では、イネにおける３種類の
細 胞 質 雄 性 不 稔 ／ 稔 性 回 復 遺 伝 子
(BT-CMS/Rf1, LD-CMS/Rf2, CW-CMS/Rf17)を
材料とし、それぞれ、雄性不稔発現機構およ
び稔性回復機構の解明を行なうことを目的
とする。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)ミトコンドリアの CMS 原因遺伝子の解明
に関わる研究：BT-CMS の原因遺伝子と考えら
れる ORF79タンパク質の蓄積を調査し、ORF79
がミトコンドリア膜に蓄積することを明ら
かにした。LD-CMS と CW-CMS についてミトコ
ンドリアゲノムの全塩基配列を GS-FLX(454) 
法を用いて決定し、DDBJ に登録した(登録番
号 AP011076 および AP011077)。CW-CMS ミト
コンドリアゲノムに特有の遺伝子構造とし
て、ORF307 を見出した。 
(2) 雄性不稔発現機構についての研究:小胞
子期と２細胞期の葯を用いてマイクロアレ
イ解析を行い、それぞれの CMS に特徴的な発
現プロファイルを示す遺伝子、共通する特徴
を示す遺伝子等を明らかにした。CW-CMS の雄
性不稔発現に関与するプロテインファスフ
ァターゼ遺伝子 DCW11 などを明らかにした。 
(3) 稔性回復機構の解析:BT-CMS の稔性回復
遺伝子 Rf1 は RNA プロセッシングを通して

ORF79 の翻訳を阻害することを明らかにした。 
CW-CMS の稔性回復は，機能不明の遺伝子
ORF11 の発現減少によることを示した。ORF11
は Acyl-carrier protein synthase ドメイン
の一部を持つ機能不明のタンパク質をコー
ドしていた。ORF11 はミトコンドリアから核
への逆行シグナル制御（レトログレード制御
による制御を受けることが示唆されたため、
retrograde-regulated male-sterility(RMS)
と命名した。RMS の発現抑制によって稔性回
復を引き起こすという、他種を含めてこれま
で知られていないユニークな稔性回復シス
テムを発見することができた。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
 本研究により、雄性不稔発現機構と稔性回
復機構をミトコンドリアから核へのレトロ
グレードシグナリングによって連結するこ
とができた。イネの細胞質雄性不稔と稔性回
復のメカニズムに新たな知見を与えるのみ
ならず、植物ミトコンドリアにおけるレトロ
グレードシグナリングに関する先駆的な研
究となっている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 LD-CMS のミトコンドリア原因遺伝子およ
び稔性回復遺伝子について解析する。雄性不
稔発現機構について、遺伝子発現ネットワー
クと組み合わせて解析する。３種類の細胞質
雄性不稔／稔性回復遺伝子を比較すること
で、メカニズムの全容を解明する。 
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